


1　　　東京経済 No.363 平成 30 年 1 月

東
京
経
済
　
第
三
六
三
号

■
巻
頭
言
…
…
…
木
村
一
士
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

1

■
二
十
九
年
度
全
国
支
部
長
会
議
、
就
職
協
力
会
議
、

　

葵
友
会
秋
季
懇
親
会
、
開
催
さ
れ
る
…
…
…
…
…	

2

　
　

学
長
挨
拶
・
大
学
近
況
報
告

　
　

学
生
、
卒
業
生
の
活
躍

　
　

本
部
、
支
部
会
務
報
告

　
　

事
例
報
告
：
支
部
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　

就
職
協
力
会
議

■
卒
業
後
六
十
年　

同
窓
生
懇
親
会
…
荒
城
節
雄
…	

5

■
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

・
葵
友
会
秋
季
懇
親
会
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…	

6

■
葵
友
会
東
日
本
大
会
in
や
ま
が
た

　

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

8

■
先
生
訪
問
…
…
…
一
瀬
益
夫
教
授
…
…
…
…
…
…	

10

■
葵
俳
壇
・
葵
歌
壇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

12

■
葵
俳
壇　

昭
和
記
念
公
園
吟
行
…
渡
辺
正
剛
…
…	

14

■
あ
お
い
商
店
街
…
…
さ
く
ら
製
菓
株
式
会
社
…
…	
15

■
Ｏ
Ｂ
訪
問　
「
頼
れ
る
食
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を

　

追
求
す
る
！
…
…
久
世
真
也
さ
ん
…
…
…
…
…
…	
16

■
東
京
経
済
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業

　

募
金
応
募
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

18

■
東
経
大
ス
ポ
ー
ツ
ト
ピ
ッ
ク
ス
…
…
…
…
…
…
…	

22

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子
は
一
部
昇
格
、
男
子
は

　
　

大
魚
を
逃
す

　
　

サ
ッ
カ
ー
部
、
昇
格
決
定
戦
進
出
な
ら
ず

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
遂
に
三
部
復
帰

　
　

陸
上
部
、
箱
根
駅
伝
予
選
会 

結
果
報
告

　
　

端
艇
部
、
今
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て

■
名
刺
広
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

26

■
葵
経
営
者
ク
ラ
ブ
講
演
会
開
催
…
…
…
…
…
…
…	

29

■
税
理
士
葵
会
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
…
…
…
…
…	

30

■「
第
十
六
回
葵
流
通
会
総
会
・
懇
談
会
」を
終
え
て
…	

31

　

第
十
七
回
葵
マ
ス
コ
ミ
会
懇
談
会
開
催
さ
れ
る
…
…	

31

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

32

■
大
学
近
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

44

■
談
話
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

46

■
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

48

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

葵
友
会
神
奈
川
西
支
部
は
本
年
、
支
部
設
立
五
十
周
年
を

記
念
し
て
、
七
月
一
日
（
日
）、
小
田
原
駅
横
に
誕
生
し
た

Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
と
懇

親
会
に
加
え
、
元
稲
取
温
泉
観
光
協
会
事
務
局
長
、
現
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
サ
ー
の
渡
邊
法

子
氏
（
昭
55
）
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
計
画
し
、
会
員
は
も

と
よ
り
、
在
校
生
、
一
般
市
民
、
神
奈
川
県
西
部
の
市
町
村 

の
観
光
協
会
に
も
声
か
け
を
行
い
、
東
京
経
済
大
学
の
ア
ピ 

ー
ル
に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
当
時
学

生
だ
っ
た
石
原
正
男
氏
（
昭
44
）、
嶋
田
照
雄
氏
（
昭
46
）、

木
村
一
士
（
昭
46
）
達
が
小
田
原
在
住
の
卒
業
生
、
岡
田
忠

夫
氏
（
昭
37
）、
高
橋
安
雄
氏
（
昭
37
）、
川
瀬
正
揚
氏
（
昭

38
）
達
に
働
き
か
け
、「
小
田
原
葵
会
」
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。

　

今
も
小
田
原
、
熱
海
等
で
駅
弁
事
業
を
営
ん
で
い
る
「
東

華
軒
」
の
先
代
社
長
、
飯
沼
達
男
氏
（
昭
9
）
が
初
代
会
長

を
十
二
年
間
、
そ
の
後
、
小
田
原
証
券
社
長
の
高
木
徳
次
郎

氏
（
昭
14
）
が
二
十
一
年
間
、
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

名
称
も
「
西
湘
葵
会
」「
西
湘
葵
会
支
部
」
と
変
わ
り
、地 

域
も
神
奈
川
県
西
部
の
六
市
四
郡
（
小
田
原
市
、南
足
柄
市
、

秦
野
市
、
平
塚
市
、
茅
ケ
崎
市
、
伊
勢
原
市
、
足
柄
上
郡
、

下
郡
、
中
郡
、
高
座
郡
）
と
広
が
り
、
そ
れ
に
伴
い
支
部
名

も
「
神
奈
川
西
支
部
」
と
変
更
、
支
部
長
と
し
て
伊
藤
乾
司

氏
（
昭
37
）
が
六
年
間
、
川
瀬
正
揚
氏
（
昭
38
）
が
二
年
間

務
め
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
数
も
六
百
三
十
九

名
で
例
年
、
総
会
に
出
席
さ
れ
る
方
は
四
十
名
前
後
で
す
。

　

お
蔭
様
で
支
部
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
、
葵
友
会
本
部
の
ご
指
導
や
、
多
く
の
先
輩
達

の
ご
尽
力
、
会
員
皆
様
方
の
協
力
の
賜
物
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
支
部
活
動
は
、
定
時
総
会
時
に
会
員
相
互
の
研
鑽

と
親
睦
を
図
る
目
的
で
、
会
員
の
ミ
ニ
講
演
、
一
分
間
ス
ピ 

ー
チ
、
行
事
と
し
て
は
、
歩
こ
う
会
、
ゴ
ル
フ
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
趣
味
の
集
い
、
ノ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
新
年
会
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
支
部
の
今
後
の
課
題
は
会
員
の
年
齢
幅
も
狭
ま
り
、
支

部
地
区
内
の
在
校
生
も
年
々
減
少
傾
向
の
状
況
か
ら
、
在
校

生
と
の
触
れ
合
い
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
活
動
支
援
、
若
手

会
員
の
声
か
け
等
を
積
極
的
に
行
い
、「
新
た
な
未
来
に
向

か
っ
て
」、
会
員
増
強
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

新
た
な
未
来
に
向
か
っ
て

神
奈
川
西
支
部
長 

木
村
　
一
士
（
昭
46
）　


